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大学院創造理工学研究科修士課程
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問題表紙 I 
◎問題用紙が 18 ページあることを試験開始直後に確認してください。

◎解答用紙が 6 枚綴りが 1 組あることを試験開始直後に確認してください。

a.試験科目は以下の通りである。
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(1)構造力学

(2)コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

(3)水理学

(4)水工学

(5)水環境工学（環境工学を含む） 各科目 2題ずつ，合計 18題が出題される。

(6)土質力学

(7)都市 ・地域計画

(8)交通計画

(9)景観 ・デザイン

b. 箭記のうち 3科目 (6題）を解答するものとする。ただし，以下の通り各自が志望する部門に該当

する科目のうち 1科目 (2題）は必ず選択しなさい。

' . 部門 該当する試験科目 ．． 
" • 

構造力学
社会基盤部門

コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

水理学

水工学
環境 ・防災部門

水環境工学（環境工学を含む）

土質力学

都市 ・地域叶画

計画 ・マネジメント部門 交通計画

景観 ・デザイン

C. 解答用紙の所定の欄に，受験番号，氏名，部門名，選択した科目と問題番号を記入しなさい。

d．解答には解答用紙 1枚に 1題ずつ書きなさい。

e.電卓の使用を許可する。



No．口［］ ／し：

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 構造力学

問題番号［］口］

以下の， （1), (2)の問いに答えよ。なお，解答用紙には，解答だけではなく，主要な（全てを記述す

る必要はない）解答の導出過程も記述すること。

(1)図ー 1に示す片持ちはり ACについて，点の Cの鉛直方向変位 8cを求めよ。ただし，はり ACの曲げ

剛性は AB間が 2EI,BC間が EIであり，鉛直方向変位は下向きを正とする。また，変位の算出では，

せん断力の影響は無視できるとする。
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図ー 1

(2)図ー 2に示すように，片持ちはり ABの点 Bと，片持ちはり CEの点 Dが，バネ BDで接合された構

造がある。以下の (a), (b)の問いに答えよ。ただし，はり ABおよびはり CEの曲げ剛性はいずれも

EIであり，バネ BDのバネ定数 Kはk=EI!がであるとする。また，変位の算出では，せん断力の影響

は無視できるとする。

(a)バネ BDに作用する力 Fを求めよ。ただし， Fは引張りを正とする。

(b)はり CEの点 Eの鉛直方向変位洗を求めよ。ただし，鉛直方向変位は下向きを正とする。
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図ー2



No．口：］／しし］
2023年9月 ・2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 構造力学

問題番号［三二］

図ー 1, 図ー 2に示すように， 3つの棒AB, 棒 BC, 棒 CDで構成された棒 ADがあり，壁に固定され

ている。棒の断面積は棒ABと棒 CDが2A(mり，棒 BCがA(mり，棒の弾性係数は棒ABが2E(NImり，棒

BCが3E(NImり，棒 CDがE(NImり，棒の線膨張係数は棒ABと棒 CDがa(l/OC),棒BCが2a(l/0C),棒

の長さは棒 ABと棒 CDがL(m), 棒 BCが 2L(m)である。棒 ADの自重の影響は無視でき，棒 ADの軸

直角方向の変形は拘束されず，壁は移動せず温度変化の影響を受けないとする。以下の(1)~(2)の問いに

答えよ。なお，解答用紙には答えのみではなく，主要な（全て記述する必要はない）答えの導出過程も

記述すること。

(1)図ー 1において，棒 ADが全体に渡って均ーにt(oC),温度上昇したとする。温度上昇t(°C)による反

カRA, RDを求めよ。ただし，棒ADは温度上昇を受ける前は無応力状態であり， RA,R叫ま図ー 1に示

す向きを正とする。
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図ー 1

(2) 図ー 2に示すように，点 Bに集中荷重 2P(N)，点 Cに集中荷重P(N)が同時に作用したとする。集中

荷重 2P(N),P(N)による反力 RA,邸を求めよ。ただし，棒ADは集中荷重 2P(N),P(N)が作用する前

は無応力状態であり，温度変化は無く， RA, R叫ま図ー 2に示す向きを正とする。
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図-2



No．口句 ／し豆］
2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

問題番号［］口

(1) 塩害環境に置かれる鉄筋コンクリート (RC)部材について，次の問いに答えなさい。

a) この RC部材に生じ得る劣化の過程を解説しなさい。

b) この RC部材の耐久性を向上させるための方法を 3つ示しなさい。

(2) コンクリートの製造に骨材が用いられる理由を 3つ示しなさい。

(3) 以下に示す用語を簡潔に説明しなさい。

a) 標準養生

b) プリーディング

c) クリープ



No□i/し:
2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科 目 名： コンクリート構造学（コンクリート工学を含む）

問題番号［三口 ――-----------------

集中荷重を受ける単純支持された鉄筋コンクリートはり部材を考える。引張鉄筋として D22が 8本用

いられ，また，せん断補強鉄筋として DlOが図のごとく配置されている。なお，引張鉄筋に関しては，

図心位置が示されている。以下の問いに答えなさい。

p
 

8 x 125 mm= 1000 mm 

畠I,II I I I I I I I I I I I I I I I I I, 
卜 2000 mm 

ー

・鉄筋のヤング係数： E,=200000N/mm2 ・引張鉄筋(D22)の断面積： A,=387mm2

・コンクリートのヤング係数 ：Ec=30000Nlmm2 ・せん断補強筋(DlO)の断面積： Aw=l43mm2

・コンクリート圧縮強度 ：fc'=30N/mm2 • D22とDlO鉄筋の降伏強度 ：f,,=300N/mm2

単位 ：mm

(I)曲げ耐力を求めなさい。なお，圧縮鉄筋の影響は無視してよい。

(2)せん断耐力を求めなさい。なお，以下に示す矩形断面に対するせん断耐力式Vyを用いてよい。

怜＝Vc + vs 

VC =0.2訂只斤而五加五而百Bd

vs ＝心fwyz/s

fc＇：コンクリートの圧縮強度 (N/mmり

Ps :引張鉄筋比

B :断面幅（mm)

d :有効高さ (mm)

Aw : 1組のせん断補強筋の断面積（皿砂

fwy :せん断補強筋の降伏強度 (N/mmり
z :アーム長 (=d/1.15)

s :せん断補強筋の間隔（mm)

(3)破壊形式を推定せよ。

(4)この構造の配筋上の問題点があればなぜそのように考えるかの理由とともに説明せよ。



問題番号［口□］

2023年 9月 ・2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名 ： 水理学

No□iJ / [i函

以下に示す 2つの問いにそれぞれ答えなさい。水の密度をp,重力加速度をgとし，これらは既知で

あるとする。

(1)図(a)に示されるような水槽の底面に取り付けられた管路を通じて，断面積 Aが一定の水槽内の水を

流出させることを考える。水槽内の水深は hに保たれている。図中の管路は直線状のものとして描

かれているが，本問ではこれを以下に説明する「螺旋（らせん）状の管路」に置き換えて考えること

にする。螺旋状管路は内径 dの円形断面をもち，この管路を下方から見上げると半径 Dの円状にな

っており，管路始点から末端に到るまでの間に n回にわたって回転する「螺旋階段のような構造」

になっている。ここでは，管路一回転分の延長距離を直径 D の円の周長で近似できるものとする。

また，水槽底面から管路末端までの高低差をnとし，ここに上げた変数はすべて既知量であるとする。

このとき，以下の問いに答えなさい。

(a)この管路内の流れに関して考慮すべき損失水頭について説明しなさい。また，その総和を既知量

との関係で定式化しなさい。本問では，管路内の摩擦損失係数をfとし，それ以外の損失係数は

各自定義して使用すること。

(b)管路末端から流出する水の流量Qを表す式を導きなさい。また，この式で表されるような正常

な流れが生じるために，既知量が相互に満足しなければならない関係を示しなさい。

(2)図(b)に示されるように，水平な底面に対して角度0で傾いた平板上のゲートによって，左側の淡水

（密度pりと右側の海水（密度p2) とを堰き止めている。平板には点 0 の位置に回転軸が取りつけ

られており ，その位置を表す Lを図に示されるように定義する。いま，この平板が時計回りに回転

することはあっても，それ以外の変位を起こすことのないように支えられているとして，次の点を

考えなさい。図中の淡水の水深h1ならびに海水の水深比が既知量であり ，これが概ね図のように保

たれているものとし，いま， 3L>h1の関係が成り立つように回転軸の位置が定められているとする。

このとき，平板が回転して海水が淡水側に流入するのは海水の密度がどのような条件にあるときか。

条件式を誘導しなさい。なお，物質の比重とは，その物質の密度を淡水の密度で除した値として定

義される。ここでは単位奥行き当たりの現象を取り扱えばよいものとする。

図 (a) 図 (b)
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問題番号[]□]

2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水理学

No.]亡／ ］§］ 

水理学に関して下記の問いに答えよ。（必要な記号で，問題文で定義されていないものについては，自

ら定義すること。）

(1)水路幅 bの長方形断面水路に流量 0の水が水深 hで流れているとき，その流れの比エネルギーE

を表す式を示せ。

(2)水路幅一定の長方形断面水路において，ある流量に対する水深と比エネルギーの関係を図示した

ものを比ニネルギー図と呼ぶ。（ 1)で示した式に基づいて，比エネルギーEを横軸，水深 hを縦軸とし

て，比エネルギー図の概形をその特徴がわかるように描け。さらに，その比エネルギー図から読み取れ

る開水路の流れの特徴について述べよ。

(3)水路幅一定の長方形断面水路において，ある流量に対し比エネルギーが最小となるような水深は

どのような式で与えられるか？式の導出過程とともに答えよ。

(4)開水路の流れにおいて跳水とはどのような状況で生じるのか述べよ。さらに，下図のような跳水

における跳水前後の流れ（断面 Iと断面II) は，（ 2) で示した比エネルギー図上ではそれぞれどこに

相当するのか理由とともに説明せよ。

断面 I

跳71¥~,,,, 

},/ 
，，， -.,. 

断面II

→ 

→: 
嘗馴多／属疇鴨叡犀疇肱



問題番号□］口

2023年 9月 ・2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名 ： 水工学

No．う口／し［

地球規模で気侯が変動し，世界各地で極端化した気象に関わる災害が発生している。本問ではこのう

ちの豪雨災害に関わる以下の問いに答えなさい。

(1) 「極端化した気象」とはどのようなことを指すのか。この言葉に込められた昨今の気象の特徴につ

いて説明しなさい。

(2)近年わが国で生じる豪雨災害は，太平洋のある変化と密接に関わっていると言われている。これは

何か。また，なぜそれが豪雨の発生につながるのか。このあたりのことを説明しなさい。

(3)地球温暖化がさらに加速すると，我々の住む陸地の地下にも深刻な影響が現れるようになると懸念

されている。どのようなことが起こり ，具体的にはどのような影響が現れるかについて説明しなさ

(4)都市を豪雨災害から守るあるいは被害を軽減するための対策として，今後何が重要と考えられる

か？また，我々都市生活者はどのように暮らすことが大事となるか，この点について各自の考えを

述べよ。



問題番号□：ロ

2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水工学

No．□豆］ ／ i： 

水工学に関して，以下の問いに答えよ。（必要な記号などで，問題文で与えられていないものについて

は，自ら定義すること。）

(1)沿岸域の水災害で主要なものは津波と高潮である。この二つの災害で異なる事項，共通する事項

を挙げて，二つを比べよ。 「起動力」，「発生確率」，「陸上に氾濫した海水」の三つの用語は説明に含まれ

ていることが必要である。

(2)海岸や海域で構造物を設計する際には，風波が主要な外力となる場合が多い。風波の発生から消

滅までの経過を少なくとも 3つの段階に分けて説明せよ。「波浪推算」， 「群速度」，「砕波」の三つの用語

は説明に含まれている必要がある。



No．［り］／し：

2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水環境工学（環境工学を含む）

問題番号［］口］

Streeter-Phelps式は，次式で表される。これに関する以下の問いに答えなさい。

dL 
―=  -k1L 
dt 

dD ―=k1L-k2D 
dt 

l'’'·

—

_A|||_-

(1) 

ここで， Lは酸素要求量， Dは飽和欠損， k1及びK丑ま定数，tは流下時間である。

1) 式（1）を得る際に仮定した河川について，説明しなさい。

2) 式（1）の導出過程を示しなさい。

3) k]及びKバま， どのようなパラメーターか説明しなさい。

4) 河川の水質保全を行う場合，式（1）をどのようにして用いるのか説明しなさい。

5) 水質保全を行う場合の目標値について，説明しなさい。



No．[iqJ / lli亡
2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 水環境工学（環境工学を含む）

問題番号□三□
ある河川区間の上端にインパJレス状にトレーサーを投入し，下流端で経過時間tにおけるトレーサー

濃度 Cを測定したところ，表 1のような結果を得た。区間内の分散係数Eに関する以下の問いに答えな

さい。

表 1

c~ 
5
-
4
 

0
-6
 

ー 5
-6
 

ー 20
-
4
 

2
5
-
3
 

30 

1 

5
-
0
 

3
 

1) 表 1から，下流端に到達するトレーサーの滞留時間分布曲線あるいはインパルス応答曲線 P(t)を求

め，図に示しなさい。

2) P(t)の一次モーメントから，区間内におけるトレーサーの平均滞留時間 Tを求めなさい。

3) P(t)の分散いを求めなさい。

4) 区間の長さは 15(m)である。平均流速を求めなさい。

5) 分散係数Eを求めなさい。



問題番号□□□］

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 土質力学

以下の土の圧密および透水に関する問いに答えなさい。

No.[ll] / ili 

1. 圧密係数 Cvは，圧密の速度に係わる物理量である。この Cvと透水係数 Kおよび体積圧縮係数 mvと

の関係を式で表示しながら， Cvは， Kおよび mvと， どのような関係にあるかを説明しなさい。

2. テルツァーギの一次元圧密方程式を以下の事項に注意して誘導しなさい。「土要素」を必ず描き，

それに①流入・流出する水の挙動，②土要素の圧縮f生，そして，③水の挙動と土要素の圧縮性の間

に成立する法則の名称を記し，これら 3つの事項を定式化して，テルツァーギの一次元圧密方程式

を誘導すること。

3.正規圧密と過圧密の違いについて， e-logP曲線を描いて説明しなさい。

4.層厚 5.0mの飽和した粘土層がある。この粘土層の上下には，十分に排水機能を有する砂層が存在

している。この地盤上に構造物建設により，地盤の圧密が進行している。この粘土層が最終沈下量

の 90％まで圧密が進行するのに要する時間を求めなさい。ただし，この粘土層の圧密係数 Cvは

70cm刃dayとする。また，圧密度 U一時間係数広の関係は以下の表の通りとする。

旦
Tv 

10 
0.008 

20 
0.031 

表圧密度 U一時間係数れの関係

30 40 50 60 
0.071 0.127 0.197 0.287 

70 
0.403 

80 
0.567 

90 
0.848 

5.以下の 3種類の粒径範囲にある土質材料の透水係数を測定する場合，もっとも適していると考えら

れる試験方法の名称をそれぞれ，答えなさい。

l) 粒径の範囲が 0.020mm~1.0mmの範囲にある土質材料

2) 粒径の範囲が 0.005mm以下の土質材料

3) 粒径の範囲が 2.0mm~5.0mmの範囲にある土質材料



No.：仁／ i豆］
2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 土質力学

-------- ----- ---------------

問題番号［／口

図に示す粘土の飽和単位体積重量yo(kN/mり，間隙比 eo, 水の単位体積重量 Yw(kN/mりである水平な均

一飽和粘土地盤の表面に奥行き方向に無限な長さをもつ線荷重 F(kN/m)が作用した時の地盤内の応力と

破壊に関する下記の問いに答えよ。この粘土の破壊に相当する限界状態における主応力差q=GI'-63'と平

均有効主応力p'=((JJ'+02'+03')/3の関係は，q=M・p'(Mは正の定数， O<M<(S/2)),間隙比 eとp'の関係は，

e=I'-2 • logep'(I', 2は正の定数， eは自然対数の底）で与えられる。

粘土地盤を一様な弾性体と仮定すると，y軸上に鉛直下向きに働く線荷重 F(kN/m)により，粘土地盤

内の xz平面上に中心をもつ大きさが無視できる単位要素 Pに作用する垂直全応力 CTx,CTy, CTz,せん断応

ヵて砂, "Cyx, T界 9 てzy,知，てXZは，それぞれ線荷重F(kN/m), 単位要素 Pの中心点座標（d, 0, d) (dは正の

定数），ポアソン比 vを用いて次式のように表すことができる。ただし，単位要素に作用する垂直全応力

6 は圧縮を正，せん断応力tは単位要素を反時計回り

に回転させる方向を正とし，冗は円周率，ポアソン比

v=2/5である

CJ'x =竺上．．．①
冗 d

び＝ 2Fv上．．．②
y冗 d

2F 1 
¢ = --- .．．③ 
一冗 d

2F 1 2F 1 
r =―ー， r ＝ - - . •．④ 

冗 d 冗 d

rxy="yx=ry二＝臼＝ 0... ⑤

F(kN/m) 

d
 

x(m) 
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d
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二

‘、’ノm
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y
 

6 z 

I.線荷重 F(kN/m)が，作用していない状態を考える。

単位要素Pに作用する粘土の自重による z軸方向の垂直全応力CTzo(kN/mり，垂直有効応力a'zo(kN/mり，

x軸方向の垂直全応力 CTxo(kN/mり，垂直有効応力己o(kN/mり，y軸方向の垂直全応力 CTyo(kN/mり， 垂直

有効応力 a'yo(kN/mり，せん断応力txy=•yx= •yz= •zy= •zx= •xz(kN/mりをそれぞれ求めよ。ただし，粘土地盤
は静止土圧状態にあり，鉛直方向と水平方向の垂直全応力の比を与える静止土圧係数K。=1とする。

II. y軸上に鉛直下向きに働く線荷重 F(k:N/m)を作用させた状態を考える。

(1)粘土の自重と線荷重によって単位要素 Pに作用する z軸方向の垂直全応力 CTz(kN/mり，また x軸方

向の垂直全応力 m(kNImり，y軸方向の垂直全応力 ay(kN/mり，せん断応力 Txy=てyx(kN/mり，tyz=-rzy(kN/mり，

年 (kNImり，応(kN/mりをそれぞれ求めよ。また，単位要素 Pに作用する最大全主応力 01(kN/mり，中間全

主応力 G2(kNImり，最小全主応力 03(kN/mり，平均全主応力p=(01+02+03)/3(kN/mり，主応力差q=01-03(kN/mり

をそれぞれ求めよ。

(2)線荷重F(kN/m)を十分急速に増加させて，単位要素 Pを非排水状態で破壊させた。このとき，単位

要素 Pの破壊時の間隙比 eu, 平均有効主応力p記(kN/mり，主応力差qu(kN/mりを求めよ。また，単位要素

Pの非排水破壊時に粘土表面に作用する線荷重凡(kN/m),単位要素 Pの平均全主応力pu(kN/mり，間隙水

圧 Uu(kN/mりをそれぞれ求めよ。

(3)線荷重 F(kN/m)を十分ゆっくりと増加させて，単位要素 Pを排水状態で破壊させた。このとき，単

位要素Pに作用する間隙水圧ud(kN/mり，単位要素Pの排水破壊時に粘土表面に作用する線荷重凡(kN/m),

単位要素 Pの主応力差qd(kN/mり，平均有効主応力p記(kN/mり，間隙比 edをそれぞれ求めよ。

以上



問題番号［口□］

2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 都市 ・地域計画

No．困ど／ t的

1. 都市・地域計画にかかわる意思決定の多くは社会的意思決定といわれるが，その理由を 2点示し
なさい。

2. 都市 ・地域計画に基づくプロジェクトは，規模が大きいため多くの主体に影響する。そのため，
社会的便益や社会的費用を考える必要がある。社会的便益と社会的費用とは何を意味しているか
を説明しなさい。

3. 都市 ・地域計画に基づくプロジェクトは大規模なものが多く，地域経済に与える影響が無視でき
ない。地域経済に与える影響にはストック効果とフロー効果がある。高規格道路整備を例に挙げ
て，ストック効果と考えられる例を 2つ挙げなさい。

4. 都市 ・地域計画の運用を行う際に，社会的なジレンマが生じることがある。社会的ジレンマと
は，長期的には公共的な利益を低下させてしまうものの，「短期的な私的利益の増進に寄与する行
為（非協力行動）」短期的には私的利益は低下させてしまうものの，「長期的には公共利益の増進
に寄与する行為（協力行動）」のいずれかを選択する社会の状況として定義できる。このような状
況に当てはまる都市 ・地域計画の実例をあげなさい。



問題番号［：二］

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 都市・地域計画

No.CH]/ [I亘］

1. 都市計画とは一連の法律に沿った手続きである。都市計画の目的や定義を定めた我が国の法律の名
称を答えなさい。

2. 都市計画区域内の土地の利用に制限を加える用途地域は， 13種類が定められている。その 13種類
を書きなさい。

3. 土地区画整理事業は，区域内の土地の交換分合をして市街地の整備を図るもので，「減歩」「換地J
などの手法を用いる。この「減歩」とはどのような手法かを説明しなさい。

4. 都市災害のリスクを，①災害発生確率，②ハザード，③暴露量，④脆弱性，⑤対応カ・回復力の 5
つの要素によってあらわされる式として書きなさい。



問題番号□］二］

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 交通計画

No．亘[]/[I函

道路を設計する際の基本的な理論や考え方について，以下の問いに答えなさい。

(1) 道路単路部などの連続流区間では，交通量qと密度 Kと速度 vの間には一定の関係がみられる。

その関係を式および図で表すともに，図に臨界速度，臨界密度，自由速度，最大交通量を示す箇

所を明示しなさい。

(2) 道路の階層性を表現する図を描き，各層の道路が交通の円滑性，安全性に果たす役割について階

層別に説明しなさい。



問題番号□：ロ

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名 ： 交通計画

No.]桓 ／ ］函

温室効果ガスの排出をゼロにするカーボンニュートラルに向けた試みが各分野で進んでいる。交通計

画の分野における脱炭素化について，以下の問いに答えなさい。

(1) 脱炭素に寄与する次世代の交通機関を一つ取り上げ，どのようにすれば都市交通として導入およ

び普及することができるかについて述べなさい。

(2) 自動運転技術の普及が都市交通全体の脱炭素化に寄与するためには，どのような都市 ・交通政策

を実施する必要があるかを述べなさい。



問題番号□

2023年 9月・ 2024年 4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名 ： 景観 ・デザイン

No.Tu/[!豆］

都市における最も日常的な景観体験の場は街路である。街路景観に関する以下の問いに答えなさい。

1) 街路の印象は沿道にあるさまざまな要素によって変化するが，その中でも空間のプロポーションが

基本的な印象を規定する。街路の印象に関わる空間の比率の指標としてよく用いられるものはなに

か，またその比率の値と印象の傾向について簡潔に説明しなさい。

2) 街路における歩行者の快適性を高め，賑わいを創出することなどを目的として，既存の街路の車道

と歩道の割合を変える，街路空間再配分が各地で行われている。実際に行われた事例（計画中のも

のを含む）を 1件あげて，その具体的な概要を説明しなさい。また街路空間再配分の整備事業を行

う際に配慮すべき点を述べなさい。



問題番号□：ロ

2023年9月・ 2024年4月入学試験問題

大学院創造理工学研究科修士課程建設工学専攻

科目名： 景観・デザイン

No.]幻／ l国

土木構造物にはさまざまなものがあり，その形態的な特徴も大きく異なる。こうした土木構造物のデザ

インに関する以下の問いに答えなさい。

1) 構造物の姿形が景観のなかで「図」になりやすいものと「地」としておさめておくことが望ましい

ものがある。それぞれ 1つずつ構造物の種類をあげて，景観のなかでの良好な見え方のために配慮

すべきことを簡潔に説明しなさい。

2) 土木構造物はそのほとんど全てが公共的なものである。公共性という土木構造物の性質から求めら

れるデザインのプロセスにおいて配慮すべき点を 3点あげて，それぞれ簡潔に説明しなさい。
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